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2 0 1 9 . 1 0 . 2 9 神戸新聞 当事者スタッフの声より



当事者スタッフのご家族より



来店者感想ノートより



注文をまちがえる喫茶店
だんない

市民活動団体として設立

認知症当事者がスタッフの喫茶店

多様な参加方法を準備

地域の協働基盤で支える

企業等の多様な参画、賛同、支援

多世代への認知症の理解促進
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柏原地域支えあい推進会議（第２層協議体）

柏原地域支えあい推進会議 コアメンバー会議

地域生活を考える勉強会

注文をまちがえる喫茶店in丹波企画実行委員会

丹波市社会福祉協議会
生活支援コーディネーター

地域、多様な主体との信頼関係構築
・適切な手段（技術）の量・質の確保
・協議、活動創出、事例・実績の蓄積

丹波市南部地域包括支援センター
認知症地域支援推進員

当事者、家族、関係機関とのネットワーク
・個別支援を通じた地域との信頼関係構築
・在宅医療・介護連携推進事業

注文をまちがえる喫茶店 だんない
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 企画コンセプト
➀当事者・家族視点の重視
②地域との協働、継続事業
 シミュレーションの実施
①顔合わせ・打合せ
②認知機能・ADL等確認
③間違えない仕組みづくり

 人づくり・規範的統合
信頼関係構築⇒理解促進⇒行動促進
 多様な参画
医療・介護関係者、民間企業、行政、市議会等

 ネットワーク構築（基盤整備）
 意識統一、啓発
 協議・企画・立案
 働きかけ

生活困窮者支援×農家×当事者参加

地域連携×個人情報×防災

買い物困難者支援×企業支援

共に学ぶ・協議の機会の継続×担い手・後継人財確保

• 在宅生活を支える見守り活動円滑化に向けた取り組み
• シミュレーションゲームの開発・実践、指針の策定

• コロナ禍を機に、農家や農協、団体・企業と連携
• 5.5㌧集め、個人だけでなく子ども食堂や各種団体を支援

• 生活協同組合との協働、社協との協定締結へ

• 参加者延べ2,000名以上、関係人口の増加
• 担い手、人材発掘の仕組み化、人財リストの作成

【企業】
社会貢献

【学校】
社会教育

• 全体最適を考えた上での部分最適の追求
• 地域の利益、負担軽減を追求する価値観
• 知見の共有と蓄積、評価・継続的改善
• 楽しさ、達成感、充実感
• 共創を生む体制整備、マネジメント

 地域に根差す
地域基盤やネットワーク
を活用し後方支援

相互利益

認サポ実施、参加

集いの場の普及×自治組織役員向け研修会

• ７年継続、開催箇所は10倍、一般介護予防事業の展開

当事者家族、有志等 有志、自治組織、民生委員等

既存の場ではなく、新たな場を志向

日常生活圏域に設置

代表者会議開催、目的・役割・範域等の合意形成• 在宅で生活する当事者が対象
• 医療福祉等の専門機関との連携
• 地域や学校等での理解促進の機会創出
• 企業等多様な参画と賛同、支援
• 気軽に行ける相談所機能

開店時間は２時間
来店者は40～50名（最多は80名）

機能分化・連動
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認知症になっても
主人公として
活躍できる
場所があれば…

自身の母が認知症歴20年以上、介護度が低く、

まだまだ元気であった頃に”自分から何かを

して楽しむ経験”をいっぱいさせてあげた

かった。

「丹波で認知症になっても笑顔で活躍できる

素晴らしい場所を創れないか？」
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注文をまちがえる喫茶店in丹波
企画実行委員会を設立 2019

相談を受けた生活支援コーディネーター（左）と認知症地域支援
推進員（右）は、地域をまわる中で関心層を把握していたため、
当事者家族（中央）、地域住民で実行委員会（市民活動団体）を
設立。実行委員会では「たとえ忘れても、間違えても、温かく受
け入れてもらえるような、そんな場所を地域の中に創っていきた
い」という想いを共有し、喫茶店の名称を「注文をまちがえる喫
茶店だんない」に決定。個人や地域、企業等の協力を得て、地域
に根差した喫茶店を立ち上げることに。



みんなを
つなぐもの
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 “在宅”で生活する当事者スタッフ
やご家族の意向を丁寧に確認

 “主体的な参画”を目指し当事者の
視点を積極的に企画に反映

 地域住民や地域で生活する認知症
の方、そのご家族の視点を意識

当事者・家族視点の重視

 単発的な”イベント”、地域・生活
者から“離れた”“浮いた”取り組み
ではなく地域に根差した継続的な
取り組みに。地域基盤の整備。

 多様な主体との価値観の共有
 三方よし

地域との協働・継続事業
認知症地域支援推進員 生活支援コーディネーター

企画コンセプト
役割分担

地域から必要とされ、

大切にされる場所に。

支援機関の自己満足、

一方的な指標で評価しない。

個別×地域（機能分化）
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当事者・家族視点の重視

 企画趣旨を当事者、家族の両者
に説明

 説明時には「認知症」の言葉を
濁さず伝える

 同意書（当事者用・家族用）に
て最終意思確認

丁寧な意思確認

当事者・家族は当然のこと、来店者も安心できる場所に

 シミュレーションにて役割分担と“ま
ちがえない仕組み”を模索

 本番後のミーティングにてスタッフ
全員で反省点や課題を共有

 準備から本番終了までの全ての場面
に当事者スタッフが参加

企画に当事者の視点を反映

 一般の飲食店を貸し切り営業
 チラシ、HP、インスタグラム、PV、

ノベルティグッズ等を用いた広報活動
 様々な媒体を介して当事者の声を発信

行ってみたいと思えるプロモーション
信頼関係構築・不安を取り除く 当事者を中心に置く 生活者にとっても身近な場所に



地域との協働、継続事業
“地域が後方支援を担う”ことで、関係人口も増え、周囲が協力しやすい体制を構築する。その中心を担うのは“第二層協議体”。

自治組織や民生委員、地元高校、他地域等

でだんないを盛り込んだ認知症サポーター

養成講座の開催を進め、関係人口の増加を

狙う。「まずはコーヒーでも飲みに来

て？」

 理解促進の機会創出
自治組織による広報配布、各世帯への無線

で周知（地域の理解が無ければ不可能）。

観光協会やコンビニ、飲食店等も周知協力

に加わり、だんないを地域活性化の手段と

して活用する。

 呼びかけ

一般の方の来店に加え、専門職や民生委員

等が、認知症の方以外にも、障がいのある

方、ひきこもりの方など、気になる方にだ

んないを紹介し居場所として活用。この場

所がきっかけで大きな変化が生まれた人も。

 居場所の創出
提供する飲料、お菓子等はできるだけ地元

企業のものを使う。相互利益を考えること

で、多くの個人事業主、企業が社会貢献と

して物品・場所の提供や、周知協力で参画。

 地元企業の参画
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共感から共創



柏原地域
支えあい推進会議
「10年後の柏原地域を変える」
地域の力を結集する戦略会議

2016年から「地域生活を考える勉強会」等の
知る・協議の機会で”人づくり”を行い、一般
有志、自治組織や民生委員を中心に2018年に
設立。地域生活課題解決に向けた協議を重ね、
情報共有シミュレーションゲームの開発・実
践、ガイドラインの策定、お米deつなぐ助け
愛プロジェクト、買い物困難者支援、集いの
場の普及、地域生活を考える勉強会等の継続
開催（参加者は延べ2,000名以上、後継育成に
着手）等を多様な主体と協働で行い、資源の
活用・強化・開発、ネットワーク構築、小地
域の協議活性・活動創出へのアプローチ等を
行っている。「やってみたい」を大切にする。
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規範的統合

ネットワーク構築

既存の取組支援

新たな取組創出



築きと気付き
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築 き

 “認知症になっても活躍できる社会”スローガンが地域づくりによって

具現化されたことで、ビジョン・価値観の共有を図ることができ、

「協力したい！」という声が多く、人材発掘の機能も。

 地域・企業・関係機関の協働体制が構築され、他の取り組みにも波及

し、付加価値を生んでいる。強みを結集し、弱みを補い合う体制。

 当事者家族や関係者から「気軽に相談できる場所」として認識され、

当事者を連れて来店するなど、この場から個別支援への展開も。

 福祉教育で小学校に行くと「だんないのお兄ちゃんや！」

 当事者や家族だけでなく、来店者が変わる。

 変わっていく人、地域。同じビジョンを描く関係性。

自治会長「すごいな…ほんと地域に”根付いた”な」
（地域の子ども、若者、高齢者、障がいのある方、外国人が交わる店内を見ながら）
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気付き

 多様な主体と目的や問題意識、価値観を共有し協働体制を構築。人や
組織のはたらきの最適化を考え、地域マネジメントの視点を広く持つ
ことが重要であった。負担を減らし、成果を生む。

 “認知症”は入り口・協働領域。“地域”を舞台に共創することで、その
先で共生の場が生まれた。（事業間連携）

 組織化・運営は難しい。”継続して発展”するために常に協議、課題設
定と解決の流れが必要になる。

 地域の実践や成果が定着・累積する仕組みが課題。

全体最適を考えた上で、部分最適を追求する。

生活支援体制整備事業開始時、地域に溜まっていた“不満”や
“怒り”は相当なものでした。警戒から信頼関係構築へ、目的
や問題意識の共有を丁寧に行い、意識や行動を変えていくア
プローチがカギだったと思います。
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Instagram
注文をまちがえる喫茶店 i n丹波企画実行委員会



皆さまのご来店を心よりお待ちしております
ありがとうございました

来店者感想ノートより
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